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年頭所感

年頭のご挨拶
鹿児島県中小企業団体中央会

会　長　岩　田　泰　一

　新年明けましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、平成２４年の新春

をご家族ご一緒に、健やかにお迎えのことと、

お慶び申し上げます。

　また、昨年中は、中央会事業の推進に当た

りまして、格別なるご支援、ご協力を賜り、

改めて深謝申し上げます。

　さて、日本経済は、緊急経済対策が効を奏

し、一部業種に回復の動きが出てきた矢先、

３月に発生した未曽有の大震災と原発事故

で大きく落ち込みました。また、欧州の金融

不安に端を発する世界経済の減速と超円高

により、基幹産業を中心に輸出業界は大きな

打撃を受け、製造業を中心とする中小企業は

深刻な状況に直面しております。

　このような状況の中、中央会では『「組合

絆ルネッサンス」３万５千組合の絆の力で復

興を』を掲げ、全国の組合の力を結集し日本

経済の早期復興に向け、全力で取り組んでい

るところであります。

　各社では困難なことも、「相互扶助」の精

神の下、全国の同志が結集すれば必ずや早期

復興は可能であると信じております。

　菅内閣の後を受けて発足した野田政権に

は、復興財源の確保、エネルギー政策、円高

対策、社会保障と税の一体改革など重要な政

策課題が山積していますが、いまこそ強力な

リーダーシップを発揮していただきたいと

強く期待しているところであります。

　先月２４日には、平成２４年度の政府予算

案が閣議決定されたところでありますが、政

府には是非、中小企業振興をいの一番におか

れ御尽力賜れば幸いでございます。中小企業

が国の産業基盤を支え、その振興が日本経済

の原動力であることを改めてご認識頂きた

いと思っております。

　本県では、念願の九州新幹線全線開業が実

現し、観光客が増えるなど人の動きが活発化

しましたが、一方では、相次ぐ集中豪雨や桜

島、新燃岳の噴火など、大きな自然災害に見

舞われた一年でもありました。

　私どもにとりまして、厳しく困難な経営環

境が続きますが、「なでしこジャパン」の大

活躍に負けないよう、団結と組織の力でこの

難局を乗り越え、新しい年が大きな飛躍の年

となることを強く願っております。

　本会としましても、従来の組合支援は勿論、

新しいビジネスチャンスを創造する異分野

連携の積極的な推進、ソーシャルネットワー

クを活用した地域振興など、引き続き「時代

の風に応える中央会」として、本県中小企業

の支援に全力で取り組んでまいります。

　結びに、本年が皆様方にとりまして、明る

く希望に満ちた素晴らしい一年になります

ことを祈念し、年頭のご挨拶といたします。
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年頭所感

「鹿児島の新しい未来」
 に向けて

鹿児島県知事　伊　藤　祐一郎

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　鹿児島県中小企業団体中央会におかれま

しては，中小企業の連携支援や事業協同組合

等の育成・強化に努められ，本県中小企業の

振興と地域経済の発展に多大な御貢献をい

ただいておりますことに深く敬意を表しま

すとともに，県政の推進につきまして，格別

の御支援・御協力をいただき，心から感謝を

申し上げます。

 現在の県内経済については，生産は弱含み

で，雇用情勢も依然として厳しい状況にあり

ますが，新幹線全線開業効果等により，個人

消費や観光面での持ち直しの動きが続いて

おります。

　こうした中，県としては，「改革・活力・安心」

の予算として編成した本年度当初予算及び

補正予算などにより，雇用・経済対策に取り

組むとともに，先に成立した国の第３次補正

予算などを踏まえ，さらに必要な対応を行っ

てまいりたいと考えております。

　昨年，３月１１日の東日本大震災による被

災地では，社会経済の再生や生活の再建に向

けた取組が進められているところでありま

す。大震災は，我が国経済にも，大きな影響

を与えることとなったものの，生産活動にお

ける部品や材料の調達などの問題が解消し

つつあり，生産や個人消費などが持ち直して

きております。

　一方，本県では３月１２日に長年待ち望ん

でおりました九州新幹線鹿児島ルートが全

線開業し，九州各県はもとより関西方面から

のアクセスも便利になりました。全線開業に

合わせ，開催いたしました第２８回全国都市

緑化フェア「花かごしま２０１１」につきま

しては目標の８０万人を超える多くの方々

に御来場いただきました。本年も新幹線とい

うインフラを最大限に活かし，「本物。鹿児

島県」の魅力ある素材を国内外を問わず広く

発信し，全線開業効果を県内各地に波及させ

るため，各般の施策を進めてまいります。

　私としては，時代や環境の大きな変化の

中にあっても，「かごしま将来ビジョン」や

マニフェストに基づき，「力みなぎる・かご

しま」，「日本一のくらし先進県」の実現に向

け，今後とも全力を挙げて取り組んでまいり

ますので，引き続き，県政に対する御理解・

御協力を賜りますようお願い申し上げます。

　鹿児島県中小企業団体中央会におかれま

しては，中小企業者の多様で活力ある成長を

実現するため，指導団体として更なる力を発

揮していただくとともに，本県中小企業団体

の一層の発展のために御尽力くださるよう

期待しております。

　年頭に当たり，鹿児島県中小企業団体中央

会並びに県内各組合のますますの御発展と，

会員の皆様の御健勝・御活躍を心から祈念い

たしますとともに，本年が皆様にとって良い

年でありますように，心からお祈り申し上げ

ます。
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鹿児島市長　森　　　博　幸

　平成２４年の新春を迎え、謹んでお慶びを

申し上げます。

　また、東日本大震災により被災された方々

には一日も早い復興を心からお祈り申し上

げます。

　鹿児島県中小企業団体中央会の皆様方に

おかれましては、県内中小企業の連携組織の

専門支援機関として、中小企業の振興と各組

合の健全な発展のために、幅広い活動を積極

的に展開され、大きな成果をあげておられま

すことに深く敬意を表します。また、日頃か

ら市政の各面にわたり温かいご理解とご協

力を賜り、市政が順調に進展しておりますこ

とに、心から感謝を申し上げます。

　ご案内のとおり、我が国は、震災からの復

旧・復興はもとより、少子高齢化や人口減少、

社会保障制度問題など、依然として多くの課

題を抱えており、今まさに従来の価値観や社

会システムの大胆な変革が求められており

ます。

　そのような中で、市政においては、今後十

年間のまちづくりの基本的指針となる「第五

次鹿児島市総合計画」が本年四月からスター

トします。市民一人ひとりの鹿児島に寄せる

愛情と未来へかける熱い想いや行動力を結

集し、真に豊かさを実感できるまちを創造し

てまいりたいと考えております。

　さて、昨年、待望の九州新幹線が全線開業

し、中国・関西地方からの観光客が大幅に増

加するなど地域経済にプラスの効果も現れ

ており、これからもこの効果を持続させる取

組みを推進し、地域経済の活性化につなげて

いくことが肝要であります。

　このような状況の下では、地域経済の重要

な担い手であり、地域社会とともに歩む中小

企業の皆様方は、環境変化に柔軟かつ迅速に

対応し、消費者ニーズを的確に捉える中で、

新たなことに果敢に挑戦していく姿勢が求

められており、また、中核的な支援機関であ

る貴団体の果たす役割と使命は、ますます重

要となっているものと考えております。

　本市といたしましても、商工業振興プラン

等に基づき、新幹線全線開業や成長著しいア

ジア諸国など国内外との交流を最大限に生

かす中で、かごしまの豊かな農林水産資源等

の素材を十分に活用するとともに、将来を担

う人材の育成など、計画的かつ戦略的に施策

を展開し、南九州の交流拠点都市として、ま

ちに賑わいと活力をもたらす産業の振興に、

引き続き積極的に取り組んでまいります。

　今後とも、皆様とのパートナーシップを大

切にして、「人とみどりが輝くまち・かごし

ま」の創造に全力を傾注してまいりたいと考

えておりますので、皆様方には、地域経済の

牽引役として、その発展のため、さらにご尽

力いただきますとともに、本年も市政の推進

に、より一層のご理解とご協力を賜りますよ

うお願いいたします。

　鹿児島県中小企業団体中央会の皆様、そし

て日本全体にとりまして、新しい年が未来へ

の夢と希望の持てるすばらしい年となりま

すよう、心からお祈り申し上げ、新年の挨拶

といたします。

人・まち・みどり　みんなで創る
“豊かさ”実感都市・かごしま



5

中小企業かごしま／2012.1

年頭所感

年頭のご挨拶
日本銀行　鹿児島支店　

支店長　家　田　　　明

　新しい年を迎えるに当たりまして、一言ご

挨拶を申し上げます。

　現在の日本では低い経済成長率を余儀な

くされています。この背景にあるものの1つ

として、個人消費の低迷が挙げられています。

この点、鹿児島では、輸出型製造業が相対的

に少ないだけに、過去の輸出主導によるわが

国景気の回復期でも、当地の景気は相対的に

緩やかな回復にとどまりました。このように、

当地では、個人消費がぐんと伸びていかない

と、景気の持ち上がりとはなりにくいという

構造があります。

　個人消費の低迷については、企業が消費者

に商品を供給しても売れない、消費者もモノ

が沢山あるのでこれ以上欲しいものはあま

りない、というモノ離れを背景とする見方が

よく聞かれます。また、日本の人口減少に伴

い、日本経済の成長率は今後もなかなか伸び

ないのではないかという見方もあります。

　しかし、仮に日本で人口が減少するとして

も、日本を含めたグローバルな消費者が「こ

ういうモノやサービスがあれば便利」と思っ

ている需要、あるいは消費者自身も気付いて

いない潜在的な需要をうまく掘り起こすよ

うな供給ができれば、モノやサービスは売れ

ます。

　この個人消費の観点で、鹿児島経済に期待

される取組みをいくつか挙げてみたいと思

います。

　まず、九州新幹線の全線開業は、新しい交

通手段の供給であり、消費者の需要を掘り起

こしました。しかし、新幹線が全線開業し

たからといって、それだけで今後も観光客

が次から次へ来てくれる訳ではありません。

現在は、各地の観光地に関する観光客の評価

がインターネット上でリアルタイムに共有

されるような時代になっています。したがっ

て、観光客に十分に満足して帰ってもらうこ

とができれば、リピーター化だけでなく、新

しい観光客の掘り起こしも期待することが

できます。そのためには、観光客への当地か

らの「おもてなし」の内容をさらに工夫する

とともに、その質を一段と高めるための継続

的な取組みが重要です。

　また、九州新幹線の全線開業によって、現

在は却って鹿児島と福岡のコントラストが

より明確化し、それに伴って、消費地として

の差別化が行いやすい状況になっています。

鹿児島の地元業者には、鹿児島の魅力を最大

限に活用し、他地域との差別化をさらに進め

ることで、地元消費の拡大に繋げていくこと

が期待されます。

　さらに、成長を続けるアジア等の新興国に、

鹿児島の良質な製商品を売っていくための

取組みも引き続き重要です。しかし、輸出に

は様々なノウハウが必要ですし、販路の開拓

や現地業者との交渉・契約などの課題もあり

ます。このため、輸出をはじめようとする企

業がこれら全てに一から取り組むのでは、コ

ストが大きすぎるという参入障壁が生じま

す。この障壁の取り外しには知恵の集約が効

果的であり、そのためには、個々の企業同士

に加え、関係団体や金融機関等の関連する異

業種との間での一層の連携が進むことが期

待されます。
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年頭のご挨拶
株式会社　商工組合中央金庫

鹿児島支店長　藤　波　靖　夫

　平成２４年の新春を迎えるにあたり、所感

の一端を申し述べて年頭のご挨拶とさせて

いただきます。

　まず、昨年の経済を振り返りますと、わが

国の景気は３月に発生した東日本大震災に

より急速に悪化した後、サプライチェーンの

復旧が順調に進み、消費者の購買意欲も改善

するなど持ち直しの動きを見せました。しか

しながら、夏場以降は欧州での債務危機の再

燃に端を発した金融市場の混乱が世界的に

広がり、国内景気においても一段の円高進行

が懸念されるなど先行きの不透明感が強ま

りました。中小企業の景況については、当金

庫の「中小企業月次景況観測」でみますと、

景況判断指数は震災後の平成２３年４月に

３６.１となり、前月比▲１３.４ポイントと

単月では過去最大の低下幅を記録しました。

その後は復旧の動きにあわせて回復し、景況

感に持ち直しの兆しがみられましたが、夏場

の欧州債務危機再燃以降は一進一退となる

など方向感の定まらない展開となりました。

　このような環境のもと、商工中金は、東日

本大震災による経済、金融、国民生活への

影響を踏まえ、当面の資金繰りに不安を抱

える中小企業の皆さまや、災害復旧・復興

に取り組む中小企業の皆さまに対し、危機

対応業務を中心に、組織をあげてセーフティ

ネット機能の発揮に取り組みました。平成

２３年５月より取扱いを開始した東日本大

震災復興特別貸付については、１万９千件、

１兆３百億円の実績となり、これらを合わせ

た危機対応業務全体の累計実績は、制度開始

以降、９万３千件、５兆８千億円を超える規

模となりました。こうした中小企業の皆さま

の資金繰りや経営の安定化へのサポートを

通じて、大震災からの復旧・復興、地域の雇

用維持・経済の安定化に大きく貢献すること

ができました。また、中小企業の皆さまの企

業価値の向上に向けては、成長戦略総合支援

プログラムを活用する等、全力でサポートし

てまいりました。同プログラムは当初「３年

間で２,０００億円の成長マネー供給」とい

う目標を掲げていましたが、平成２３年９月

末までの約１年２ヵ月間で早々に目標を達

成することができました。引き続き、成長を

目指す中小企業の皆さまのニーズに積極的

にお応えしていくため、目標を「３年間で５,

０００億円」に上方修正したところです。

　本年も先行き不透明な金融・経済環境が続

くことが予想されますが、商工中金としまし

ては、引き続き皆さまからのご相談に対して、

懇切、丁寧かつ迅速な対応に努め、危機対応

業務を中心にセーフティネット機能の発揮

に全力を挙げて取り組んでまいります。また、

お取引先の皆さまが抱える経営課題に対し

てはその解決に向け、質の高いソリューショ

ンを提供するなど、皆さまと一緒にこの難し

い局面を克服し、ともに成長してまいりたい

と思います。

　「中小企業の、中小企業による、中小企業

のための金融機関」として、これまで以上に

皆さまから信頼され、お役に立てるよう、役

職員一同、全力で努力を続けてまいりますの

で、今後とも格別のご指導とお引き立てを賜

わりますようお願い申し上げます。

　年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝を

お祈りいたしましてご挨拶といたします。
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年頭所感

年頭のご挨拶
全国中小企業団体中央会

会　長　鶴　田　欣　也

　平成２４年の新春を迎え、お慶びを申し上

げます。

　昨年は、３月１１日に発生した東日本大震

災により未曾有の大被害が発生し、その震災

の影響に加え、長引く円高、欧州における不

安定な金融情勢、電力供給の制約等懸念材料

を数多く抱えて年を越すことになりました。

　全国中央会としては、昨年、創立５５周年

を迎える節目の年でありました。東日本大震

災の被害は極めて甚大でしたが、被災地に対

する全国各地の組合からの救助・救援、たく

さんの義援金、救援物資の提供を行って頂き、

そのお陰で絆が大いに再認識された年とも

なりました。また、仮設店舗から事業再開を

果たした組合、水産加工業者による加工・物

流施設の共同設置によって事業再建を図っ

た組合、複数の企業がグループ化して自動車

部品のサプライチェーンの復旧を行った工

業団地の自動車部品供給グループなど組合

等連携組織よる復旧・復興に向けた取り組み

が始まりました。

　この絆をより強固にするため、「組合 絆 

ルネサンス」を合言葉に、今年は、全国中央

会として、被災地中小企業と組合の早期復興

を強力に後押しするとともに、縮小均衡する

国内市場、歴史的な円高による事業環境の悪

化、産業空洞化等に中小企業等が適切に対応

できるよう新たな事業を実施していきます。

　その主なものを３つ挙げてみます。まず、

全国中央会では、第三次補正予算における新

たな事業に取り組み、中小企業の海外展開の

支援、ものづくり技術力の維持・強化、人材

の確保・育成の支援等に新たな取組を開始

します。これにより、被災地等の地場産業・

ものづくりの活性化、中小企業の連携体が取

り組む試作品の開発等、ジャパン・ブランド

を活用した複数の中小企業による国内外へ

の販路開拓、有能な人材の確保定着を推進し

ていきます。

　二つ目は、広域・異分野の組合間連携等の

推進です。連携による新しい技術、製品、マー

ケティング、サービス開拓等に加え、例えば、

事業継続計画（ＢＣＰ）において、従来、個々

の企業では難しいとされていた代替生産等

を行う組合間協定づくり等を広げていきま

す。

　三つ目は、経済連携協定の推進への対応で

す。富山県の金型メーカーで組織する金型協

同組合が、組合出資による現地法人を立ち上

げて話題となりましたが、このような組合に

よる海外展開を推進していきます。特に、組

合が取り組む海外展開ビジョンの作成や国

内事業の構造改善計画の策定等を強力に支

援していきます。

　「組合 絆 ルネサンス」の言葉通り、組合

の絆の力でもって、被災地が、我が国経済が、

そして我々中小企業・組合が、再び活性化で

きるようあらゆる組合関係者が中央会の活

動に積極的にご参画頂きますようお願い申

し上げますとともに、本年が皆様にとってよ

い年となりますようご祈念申し上げまして、

私の年頭のご挨拶と致します。
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 本誌１２月号の特集「コミュニケーションが生まれる ビジネスにも生かせる！フェイスブッ

ク・ツイッターの概要」で、人と人をつなぐＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

の活用事例と概要を紹介しました。 

ＳＮＳと両輪で効果を発揮する従来のウェブサイトについても、新しい作り方・運用方法が普

及しつつあります。本稿では、情報発信の新たな動きをご紹介します。 

◆これまでの情報発信の方法◆ 

組合や企業のウェブサイトを作るためには、ホームページ・ビルダー

や Dreamweaverなどの専用ソフトが必要でした。 

 これらのソフトは、Microsoft Word などと操作方法は似通っている

ものの、ウェブ特有の性質を理解していないと、レイアウトが崩れた

り、画像が表示されなかったり、専門家でないと扱いにくい部分があ

り、本業の片手間にページ作成・更新を行うのは難しい面がありました。 

 そのため、品質の高いウェブサイトの運用を行っていくためには、事実上、専門の企業に

依頼し、製作費・運用費（ランニングコスト）をかけて管理していく方法が一般的でした。 

◆簡単で覚えることが少ない・プロ並みのデザイン・スマートフォン向けも自動で◆ 

もっと簡単に、もっとスピーディーに情報発信できないのか・・・ウェブサイトを運用す

る多くの管理者が待ち望んでいた新しい仕組みが広がりつつあります。ＣＭＳ（コンテンツ

管理システム）と呼ばれる仕組みです。 

数年前から普及しはじめたＣＭＳは、インターネットのサーバ上に構築されたシステムを

利用するため、専用ソフトを購入する必要がありません。また、専門知識がなくても、ペー

ジが簡単に作成できるように工夫されていま

す。自分でブログを作った経験がある方に

とっては、ＣＭＳは非常になじみやすいで

しょう。 

ページデザインも、プロのデザイナーが作

成した高品質の雛形を利用できるため、ブラ

ンドイメージを損なうこともありません。 

また、携帯電話やスマートフォンは今やビ

ジネスに必要不可欠なツールになってきまし

たが、これらのモバイル端末に対応したペー

ジを自動的に作成できるＣＭＳもあります。 CMS の例：豊富な雛形から好きなデザインを選択できる 

ＷＥＢでのＰＲもスマートに！

簡単・無料ではじめられる
情報発信の新たな動き

従来までのウェブサイト作成は面倒だった

ソフトもいらない・専門知識もいらない 新しい情報発信とは

特集１



簡単・無料ではじめられる情報発信の新たな動きＥＢでのＰＲもスマートに！
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ＣＭＳについてはウェブやＩＴ

を専門にする企業が各種のサービ

スを提供しています。価格も無料

で始められるものから、費用はか

かるが高機能なものまで様々です。

導入してから機能不足で困らない

ように、事前によく話し合ってお

くことが必要です。 

 

中央会では、この新しい情報発信の仕組みを利用した講習会「ネットを使って広げるビジ

ネス」を下記の日程で開催します。 

これは google 社はじめ中小機構、IT コーディネータ協会との連携で実施するもので、新

しいウェブサイトの利用方法を学ぶものです。 

7 ステップでできるウェブサイトを、是非体験してください。 

 

日時：平成 24 年 2 月 7 日(火) 14 時～16 時 

場所：県民交流センター 大研修室 第 3(東棟 4F) 

講師：みんなのビジネスオンライン事務局 顧問 勝瀬 典雄 氏 
 

 

メールマガジンも簡単に 
ウェブサイトを見に来てくれた人に少
しでもお得な情報を。メールマガジンで
定期的に情報を発信しませんか？  

検索エンジン対策もバッチリ 
よく聞くＳＥＯ（検索エンジン対策）も、
あらかじめ用意してある項目に情報を入
力すれば簡単に設定できます。 

 

オンラインショップもすぐできる 
ネット販売は難しいと思っていません
か？ 商品の説明と画像、あとは価格を
設定するだけです。  

スマートフォン対応も自動で 
パソコン用の次はスマートフォンでも。
自動的にスマートフォン表示に最適な
ページができます。 

 

 

あきらめないで！ 
簡単７ステップで 
誰でもウェブサイトが 
作れる！ 

設定画面もわかりや

すそう。わたしにもで

きるかも！？ 

WORD や一太郎をさわ

るのと同じ感覚で、

ページが出来ていく

ね！文字の装飾も簡

単そう。 

FTP（ファイル転送）

なんてしなくても、保

存ボタンひとつで公

開もできるんだ！ 

気になったら「ネットを使って広げるビジネス」講習会へ！
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平成 24年度税制改正大綱が平成 23年 12月 10日に閣議決定されましたが、これを受けて中小企業

に関係の深い税制について、中小企業庁がとりまとめた資料に基づき主な概要を掲載いたします。 

 

 中小企業者向けの優遇税制については、適用期限が延長される項目があります。 

 ① 中小企業投資促進税制の拡充・延長 

中小企業の品質確保等に資する設備投資を促進するため、対象設備の見直し（試験・測定機器の

追加等）をした上で、適用期限を２年間延長しました。 

       〈現行制度〉                   〈改正案〉 

 

 ② 少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置の延長 

少額減価償却資産の取得価額の損金算入の特例措置について、適用期限を２年間延長しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）20万円未満の減価償却資産であれば、3年間で毎年1/3ずつ損金算入することが可能。

対象業種 
ほぼ全業種 

（娯楽業、風俗営業等を除く）

 

対象業種 
ほぼ全業種 

（娯楽業、風俗営業等を除く） 

対象事業者 
中小企業者等 

(資本金１億円以下） 
対象事業者 

中小企業者等 

(資本金１億円以下） 

対

象

設

備 

機械・装置 すべて（１台160万円以上）

対

象

設

備

機械・装置 すべて（１台160万円以上） 

器具・備品 

電子計算機、デジタル複合機

（複数台計120万円以上） 

 

器具・備品 

電子計算機、デジタル複合機 

（複数台計120万円以上） 

試験・測定機器の追加等を行う。

ソフトウェア 複数基計70万円以上 ソフトウェア 複数基計70万円以上 

貨物自動車 車両総重量3.5ｔ以上 貨物自動車 車両総重量3.5ｔ以上 

内航船舶 取得価額の75％ 内航船舶 取得価額の75％ 

措置内容 

特別償却30％又は税額控除7％

（税額控除は資本金３千万円

以下に限る） 

措置内容 

特別償却30％又は税額控除7％ 

（税額控除は資本金３千万円以下に

限る） 

取得価額 償却方法 

30万円未満 
全額損金算入 

（即時償却） 

20万円未満 
3年間で均等償却（注） 

（残存価額なし） 

10万円未満 
全額損金算入 

（即時償却） 

合計 300万円

まで 
中小企業者のみ 

全ての企業 本則 

Ⅰ  地域の経済・雇用を支える中小企業の活性化

平成24年度 税制改正大綱の概要特集２
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 ③ 交際費課税の特例措置の延長 

  中小企業における交際費の損金算入の特例措置について、適用期限を２年間延長しました。 

 

 

損金不算入 

(10％相当額) 

損金算入 

(90％相当額) 

 

 

 

 ④ 軽油取引税の特定用途免税措置の延長 

以下の用途に供する軽油の引取りに係る軽油引取税の課税免税の特例措置について、適用期限を

３年間延長しました。 

対象業種 用途 創設年度 適用期限 

鉱さいバラス製造業 鉱さいバラスの積込み等のために使用する機械の動力源 昭和３９年 平成２６年度末

陶磁器製造業 陶磁器の製造工程における焼成及び乾燥 昭和３１年 同上 

セメント製品製造業 フォークリフト等の機械の動力源 昭和５６年 同上 

生コンクリート製造業 フォークリフト等の機械の動力源 平成１３年 同上 

鉱物掘採業（岩石・砂利） 鉱物の掘採や運搬等のために使用する機械の動力源 昭和３６年 同上 

鉱物掘採業（石灰石等鉱物） 鉱物の掘採や運搬等のために使用する機械の動力源 昭和３１年 同上 

鉱物掘採業（石炭） 鉱物の掘採や運搬等のために使用する機械の動力源 昭和３６年 同上 

電気供給業 汽力発電装置の助燃及びガスタービン発電装置の動力源 昭和３２年 同上 

地熱資源開発事業 動力付試すい機の動力源 昭和５５年 同上 

 

急激な円高などにより加速する産業空洞化への対応として車体課税の見直しが行われます。 

自動車重量税・自動車取得税・自動車税について、それぞれ一部廃止・軽減・適用期限延長・拡充

等が実施されます。 

◆ 自動車重量税の当分の間税率の一部廃止・軽減 

◆ エコカー減税の延長・拡充（自動車重量税・自動車取得税） 

◆ 自動車税のグリーン化の延長 

◆ 中古車特例の見直し・延長（自動車取得税） 

平成 23年度改正法案の法人実効税率 5％引下げ及び中小軽減税率の引下げを実施した上で、3年間

は 10％の付加税を課し、復興財源に充てる。 

この結果、法人実効税率は、次のとおりになります。 

40.69%（現行） ➠ 38.01％（平成 24年度～26年度） ➠ 35.64％（平成 27年度～） 

※ なお、今回掲載した内容は、「税制改正大綱」で、最終決定ではありません。 

中小企業(資本金１億円以下の法人)

においては、定額控除限度額(600万

円)まで、交際費支出の 90％相当額

について損金算入が可能。 

90％ 

100％ 

600 万円(定額控除限度額)

交際費支出額 

(損金算入割合) 

Ⅱ 急激な円高などにより加速する産業空洞化への対応

Ⅲ 平成23 年度税制改正法案の取扱いについて
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「小鶴ゼロ（ノンアルコール焼酎）」による乾杯 

(発声は家田明日本銀行鹿児島支店長)

 

１月５日（木）、鹿児島市の「鹿児島サンロイヤルホテル」にて、中央会年始会を開催した。 

まず、「国歌」「一月一日」並びに「中小企業団体の歌」を斉唱した後、岩田泰一会長が年頭の挨拶

を行った。この中で岩田会長は、「日本経済は、緊急経済対策が効

を奏し、一部業種に回復の動きが出てきた矢先、３月に発生した未

曽有の大震災と原発事故で大きく落ち込んだ。また、欧州の金融不

安に端を発する世界経済の減速と超円高により、基幹産業を中心に

輸出業界は大きな打撃を受け、製造業を中心とする中小企業には甚

大な影響が今日まで続いている。野田政権には、復興財源の確保、

エネルギー政策、円高対策、社会保障と税の一体改革など重要な政

策課題が山積しているが、いまこそ強力なリーダーシップを発揮し

てほしい。政府には中小企業が国の産業基盤を支え、その振興が日本

経済の原動力であることを改めて認識頂きたいと思っている。私ども

にとって、厳しく困難な経営環境が続くが、『なでしこジャパン』の

大活躍に負けないよう、団結と組織の力でこの難局を乗り越え、新し

い年が大きな飛躍の年となることを強く願っている。」と抱負を述べた。 

この後、伊藤祐一郎鹿児島県知事、金子万寿夫鹿児島県議会議長、

森博幸鹿児島市長（代読）、が来賓祝辞を述べた後、家田明日本銀行

鹿児島支店長の乾杯の発声により開宴となった。 

最後は、藤波靖夫商工中金鹿児島支店長による万歳三唱が行われ、

年始会は盛会のうちに終了した。 

伊藤祐一郎県知事祝辞 

中央会年始会 
中央会年始会
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 1 月 11 日（水）、鹿児島市の「城山観光ホテル」におい

て、鹿児島県旅行業協同組合（中間幹夫理事長、74組合員）

を対象に商業・サービス業研究会を開催した。 

講師にナレッジネットワーク株式会社(福岡市)の代表取

締役森戸裕一氏を招き、「伝わるプレゼンテーションセミナ

ー」と題して、プレゼンテーションに必要なスキルや資料

作成のポイント等について講話をいただいた。 

 森戸氏は、効果的な資料作成のポイントとして、① スラ

イドにすべてを記載しようとせず、口頭で説明する部分と

切り分ける。② 文章のみで説明せず、写真や映像を活用す

る。③ 仕事の丁寧さ、誠実さが伝わる資料を作成するとい

ったことを挙げた。 

プレゼン中の 3原則として「簡潔に」「わかりやすく」「印

象深く」の 3 点を挙げ、プレゼンテーションスキルの向上

について、「1にも 2にも反復練習が重要である。聞き手の

心に響かせるためには、聞き手の期待に沿って納得しても

らえる要素を集める入念な準備が不可欠」と述べた。 

 

 

 

鹿児島県中小企業団体中央会青年部会（山下猛宏会長、29

会員）は、12月 20日、南さつま市加世田の社会福祉法人 明澈

会 南さつま子どもの家（上薗昭二郎園長）へ自転車２台と一

輪車２台を贈呈した。 

中央会青年部会は、県下の組合青年部で組織された団体で、

各業界の青年経営者の育成と交流を目的に各種研修会や交流

会を行っているが、組織内部だけにとどまらない活動を行って

いこうとの思いから、特別支援学校や児童養護施設の子どもた

ちの勉学等に役立ててもらえることを願い、毎年、教材や学用

品等を贈呈している。 

このボランティア活動は平成 6年から始め、今回で 18回目。

青年部会会員のチャリティや事業の収益金を充てて実施して

いる。 

贈呈に当たった松尾隆寛副会長は、「大きなことはできませ

んが、この活動が子どもたちの勉学に役立ててもらえることを

願い、続けております。寒い日が続きますが、体調には気をつ

けて、勉強や運動に頑張ってください。」と言葉を贈った。 

「伝わる プレゼンテーション」セミナーを開催
～プレゼンに必要なスキル、資料作成について学ぶ～

児童福祉施設へクリスマスプレゼントを贈呈
中央会青年部会≪ボランティア事業≫
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鹿児島総合卸商業団地協同組合（小正芳史理事長、

組合員 81 人）は、1 月 11 日、鹿児島市のオロシティ

ーホールで第 39回合同年始会を開催した。 

小正芳史理事長が挨拶を行い「東日本大震災におい

て、被災地の卸団地組合が流通在庫の支援物資への転

用検討、施設の支援拠点としての活用、運送支援、さ

らに、組合施設を仮庁舎として活用された。このこと

はインフラが整い、大きな施設を有する卸団地だから

こそ、避難と物資の両面で機能することが可能であっ

たと思う。これらを踏まえ、我々も、地域のための『備

(そなえ)』を検討していきたい。組合員を取り巻く環

境はこれまで以上に厳しくなると思うが、関係各位の

ご支援を頂きながら、龍の雲を得るが如く、この環境

を克服していきたい」と抱負を述べた。 

この後、伊藤祐一郎鹿児島県知事、森博幸鹿児島市

長、金子万寿夫鹿児島県議会議長等が来賓祝辞を述べ

た後、鏡割りが行われ、盛会裡に終了した。 

 

専門家によるなんでも相談 

公的に認められた 8団体の専門家が、法律・登記・行政・労働・年金・経営・鑑定・会計・税金・

高齢者の財産管理などあらゆる相談に無料で応じます。どうぞ、お気軽においでください。(事前予

約は不要) 

日 時  平成 24年 2月 10日(金) 12:00 ～ 16:00 

場 所  鹿児島市勤労者交流センター（よかセンター) 

鹿児島市中央町 10番地キャンセ７階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合せ先  鹿児島専門士業団体協議会（南九州税理士会鹿児島県連内） 

〒892-0821 鹿児島市名山町 9番 1号(鹿児島県産業会館 2F) 

TEL(099)225-6148  FAX(099)223-4691 

参加団体と主な相談内容
 

●鹿児島県弁護士会《法律問題(全般)の相談》 

●鹿児島県司法書士会《土地・建物の権利の登記、会社その他法人登記、供託、裁判所提出書類作成業務、

簡易裁判所訴訟代理関係業務(訴額140万円以下)、成年後見業務》 

●鹿児島県行政書士会《相続、遺言、契約、許認可、交通事故、経営に関する手続き、相談》 

●鹿児島県社会保険労務士会《労働問題、年金、社会保険・労働保険の手続き、相談》 

●鹿児島県土地家屋調査士会《土地・建物調査測量、境界確定業務、表示登記申請》 

●南九州税理士会鹿児島県連《税務相談及び税務申告書等の作成、決算書の作成業務》 

●(社)鹿児島県不動産鑑定士協会《土地・建物・借地権等の適正な価格、賃料の鑑定評価、土地の有効利用

等の相談》 

●(社)中小企業診断協会鹿児島県支部《経営相談･支援、創業･経営改善に関する相談･ 指導》 

中小企業かごしま／2012.1

インフォメーション・トピックス

合同無料相談会のお知らせ
～鹿児島専門士業団体協議会～

鹿児島総合卸商業団地協同組合が合同年始会を開催
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中小企業かごしま／2011.7

暑中お見舞い申し上げます

中小企業かごしま／2011.7

暑中お見舞い申し上げます
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鹿児島県農業機械商業協同組合
理事長　田　中　俊　實

組合員一同

〒899-6405　霧島市溝辺町崎森973-1

ＴＥＬ　0995-58-4713

ＦＡＸ　0995-40-2142
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ホームページ：http://www.kagoshima.med.or.jp/kyoudou/

東日本地区本部
西日本地区本部

〒150-0021

〒890-0052

東京都渋谷区恵比寿西2-1-7 ミツワマンション301号

鹿児島市上之園町24番2号第12川北ビル

TEL 03-3462-2060　FAX 03-3462-2061

TEL 099-285-1400　FAX 099-285-1402

URL http://www. ksb-kumiai. com/　E-mail　info@ksb-kumiai. com

代表理事 山　根　英　司
専務理事 久木留　　　寛
　　　他組合員一同

理事長 永徳悦子・組合員一同

鹿児島県経済事業協同組合
理事長　肥　後　勝　司

組合員一同

〒892-0821　鹿児島市名山町９番１号

ＴＥＬ　099-223-8352

ＦＡＸ　099-225-2904
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シブヤ農業生産加工協同組合
理事長　澁　谷　雄　彦

組 合 員 一 同

〒893-1601　鹿児島県鹿屋市串良町細山田3403番地

ＴＥＬ　0994-62-3833

ＦＡＸ　0994-62-3834

薩南浄水管理センター協業
組合

理事長 内木場　　盛
組合員一同

名瀬港港湾運送事業協同組合
理事長　里　見　弘　壽

他組合員一同

〒894-0035　鹿児島県奄美市名瀬塩浜町17番５号

電話・ＦＡＸ：0997-52-0088

謹 賀 新 年
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公立学校共済組合鹿児島宿泊所 

「ホテル ウェルビューかごしま」 

支配人 園 田 穂 積 

職 員 一 同 

〒890-0062 鹿児島市与次郎二丁目４番２５号 

TEL 099-206-3838 FAX 099-206-5069 
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理事長　森　口　清　水

組合員一同

理　事　長　丸　元　正　樹

副理事長　丸　山　　　聡

副理事長　山　下　健　次

理　事　長　木　元　　　繁
副理事長　有　村　眞　人
副理事長　山　崎　昇　平
専務理事　井　上　正　信

組合員一同

 

本場奄美大島紬協同組合 

TEL 0997‒52‒3411・FAX 0997‒53‒8255

理 事 長 都成　俊一郎　副理事長 前田　豊成

専務理事 山田　伸一郎  常務理事 牧　　雅彦

外役員・組合員一同 

 
奄美市名瀬港町 15 番 1号 

天文館ぴらもーる
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理事長　小　野　隆　三
組 合 員 一 同

（鹿 児 島 支 部）

土佐屋生コンクリート㈱

日研マテリアル㈱

喜 入 生 コ ン ㈱

南州コンクリート工業㈱

（中 薩 支 部）

㈱ サ ン・エ イ

南国ガイアレミコン㈱

南国生コンクリート㈱

㈱ガイアテック

鹿児島菱光コンクリート㈱

ケイエスプラント㈱

平田コンクリート工業㈱

㈱ 中 馬

日新コンクリート工業㈱

北薩生コンクリート㈱

加根又レミコン㈱

鹿児島味岡生コンクリート㈱

薩摩コンクリート㈱

㈱直木生コンクリート工場

㈱ 中 薩

鹿児島市上之園町 24-2 第 12 川北ビル 601　TEL　099-255-2672

理事長　上　山　秀　満

他組合員一同

鹿児島県測量設計
コンサルタント協同組合

官公需適格組合

〒890-0066　鹿児島市真砂町48番１号

ＴＥＬ　099-253-9354

ＦＡＸ　099-258-6633

福　留　　　進

理事長　下　津　春　美

組合員一同

協同組合
鹿児島ウッディホームビルダー協会

〒891-0115　鹿児島市東開町13-30

ＴＥＬ　099-269-7113

ＦＡＸ　099-268-0385
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鹿児島県自動車車体整備協同組合 
 

理事長 有  村  則  男 

組合員一同 

 

〒891-0131 鹿児島市谷山港2丁目4番10号
TEL 099-261-9166 
FAX 099-261-8535 

理事長　武　田　敏　郎

組 合 員 一 同

〒890-0055　鹿児島市上荒田町29番33

ＴＥＬ　099-298-1835

ＦＡＸ　099-298-1836

理事長 橋　口　享　児

組 合 員 一 同

南九州産業団地協同組合 

代表理事 下　園　廣　一 
組 合 員 一 同  

〒891-0131  鹿児島市谷山港二丁目２番地８

TEL 099-261-0733 

FAX 099-261-0739 

理事長　上　野　耕　作

組 合 員 一 同
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理事長　丸　山　　　誠

組合員一同

協同組合寿協力会

〒896-0035　鹿児島県いちき串木野市新生町181番地

ＴＥＬ　0996-24-1234

ＦＡＸ　0996-32-4597

寺　田　実　三

「鹿児島名産かるかん」
地域団体商標登録申請中

島　田　静　雄

あけまして
　おめでとうございます

理事長 安　　忠　雄

〒894-0025 奄美市名瀬幸町６番５号

TEL 0997-52-7111
FAX 0997-53-5211

（社）日本砕石協会鹿児島県支部

鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支部

中　馬　　　浩
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マルヤ
ガーデンズ

ニシムタ北ふ頭店

鹿児島県生コンクリート工業組合
鹿児島県生コンクリート協同組合連合会

中央地区商店街振興組合連合会

代表理事 俣　野　公　宏 
組 合 員 一 同 

〒892-0827　鹿児島市中町 3-10
　　　　　　　　　　    日専連ビル 71 号  

TEL 099-210-7133 FAX 099-210-7134

25

本年もよろしく
お願い申し上げます
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備えは業務災害への備えは
お済みですか？お済みですかお済みですか？

例えば、こんな心配にお応えします

事故防止は徹底しているが 万 の重大事故が心配だ事故防止は徹底しているが、万一の重大事故が心配だ
万全の注意を払っていても、死亡・後遺障害の発生確率はゼロではありません

ちょっとしたケガが多くなってきた
従業員向けの福利厚生制度の充実が、安心して働ける環境を作ります

パ ト アルバイトの保障も考えなければパート・アルバイトの保障も考えなければ･･･

全国中小企業団体中央会の

業務災害補償制度 であれば
あります
！

業務災害補償制度（※1）であれば、

万一の業務災害から企業経営を守ります。
さらに、個別で加入するより

（※2）です。最大約56％割安
（※1）業務災害補償制度は、傷害総合保険・労働災害保険（使用者賠償責任条項）で構成されています。
（※2）団体割引30％、過去の損害率による割引30％、役職員一括契約割引10％（売上高より換算した被保険者数が20名

以上の場合）を適用した傷害総合保険部分の1名あたりの保険料です。

本制度は、全国中小企業団体中央会が契約主となり、損害保険ジャパン、

東京海上日動火災保険、日本興亜損害保険、あいおいニッセイ同和損害保険、
三井住友海上火災保険が引受保険会社となって募集します。三井住友海上火災保険が引受保険会社となって募集します。

詳細については、鹿児島県中小企業団体中央会
（099‐222‐9258）まで ご連絡下さい。
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共同経営者の加入イメージ

事業主 共同経営者

加入できない

（平成22年12月末まで）

事業主 共同経営者

2名まで加入できる

（平成23年1月から）

平成23年1月1日より
受付開始！

『事業主の「 共同経営者」
も加入の対象となり ます』

共済加入対象者が、個人事業主
の配偶者や後継者など
「共同経営者」まで拡大されます
(1事業主につき２人まで)

※詳しくは下記連絡先まで

鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904
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業界情報（平成 23年 11月情報連絡員報告） 
製 造 業 

味噌醤油製造業 
11 月も後半になり、師走が近づくに従って少しずつ忙
しさが散見されるようになり、期待したい。 

酒類製造業 
（平成 23 年 10月分データ。単位 kℓ・%）

区 分 H22.10 H23.10 前年同月比

製成数量 27,731.7 25,339.3 91.6

移出 

数量 

県内課税 4,802.9 4,742.9 98.7

県外課税 6,436.2 6,347.0 98.6

県外未納税 4,132.2 4,312.0 104.4

在庫数量 253,661.7 234,016.6 92.3

漬物製造業 
10 月と同じく忙しかったが、単価の安いものが多く売
上高は前年同月と変わらず。 

蒲鉾製造業 
昨年は宮崎の口蹄疫、暮れの鳥インフルエンザ等の影響
で悪かったが、今年は新幹線全線開業効果で県外からの
旅行客や催事で市内の売店では売り上げが伸び、全体で
は 5％の伸びとなった。空港の売上は空の便の利用客の
減少で悪かった。原材料は昨年よりキロ当たり 50 円位
の安値だが、ＳＡ・ＦＡ等の上級物が少なく、注文の８
割程度買い入れが出来ればよいほどの品薄状態である。 

鰹節製造業 
原料（生値）価格が高止まりの状況が続いている。また、
高値の在庫があるため、昨年より生産減の状態が続いて
いる状況で業界は厳しい推移である。 

菓子製造業 
新幹線の好影響を受けているグループとその他のグル
ープの差が激しい。他の地域にも波及すればいいのだが
… 

茶製造業 
11 月 8日から 11日までの４日間、かごしま茶販売会を
４都市４会場で開催。全会場で昨年売上高を上回る売上
があった。一番茶は不振だったが、二番茶以降は他産地
の放射性セシウムの検出にて鹿児島産の引き合いが強
められたと思われる。 

大島紬織物製造業 
12 月 12 日～18 日に霧島のホテルで、大島紬、薩摩焼、
川辺仏壇の合同展示「おもてなし展」を開催予定。18
日は、霧島地区のホテル旅館従業員を対象の大島紬試着
体験と礼法講習を実施予定。13 日は草牟田小学校で伝
統工芸教育事業で４年生 68 名がハンカチ染と製織体験
の予定。16 日～17 日は全国産業教育フェア鹿児島大会
で、高校生が自分たちで制作した大島紬のドレスなどを
ファッションショー形式で発表する予定。18 日は織姫
館で紬の日イベントとして「紬 DE革キーホルダー作り」
を実施予定。 

本場大島紬織物製造業 
平成 23年 11 月の検査反数は 637反で、前年対比マイナ
ス 172反の 78.7％であった。 

木材・木製品製造業 
製材製品の動きは地場工務店等の受注量に大きく影響
するが、このところ小割物不足の慢性化が続いている。
メーカーは「高い所にモノが集まるのはマーケットの常
識、市場原理からすれば鹿児島にモノが出てこないのは
当然」と言わしめる程。需要の活発な地域へモノが流れ
ているのは、鹿児島の末端需要が低迷している証か。 

木材・木製品製造業 
先般の国会で第三次補正が可決され、林業や木材産業関
連では、林野庁が「森林整備加速化・林業再生基金」の
３年間延長を、国土交通省が「フラット 35Ｓ、住宅エ
コポイント」の制度復活が決定した。これで 9 月から
10 月にかけて受注が減少していた住宅着工も盛り返し
が期待される。木材業界の声としては、ここ最近は結構
忙しかったという声を聞く。しかしながら、引き合いは
あっても価格が合わない、原材料が高く儲けが少ないと
いう声もあり、厳しさは依然として変わらない。 

生コンクリート製造業 
出荷量は、対前年比 99.1％の 168,554 ㎥で、特に減少
した地域は加世田、川薩、垂水桜島、大隅、屋久島、沖
永良部、喜界島で、特に増加した地域は指宿、串木野、
出水、姶良伊佐、南隅、種子島、奄美大島である。官公
需は対前年比 94.4％の 98,364 ㎥で、民需は対前年比
106.5％の 70,190 ㎥であった。官公需が対前年比で
94.4％と大幅な減となったものの、民需が 106.4％と増
えたことから全体ではやや減の 99.1％となった。 

コンクリート製品製造業 
11 月度の出荷トン数は 11,942 トンで前年度同月比
94.3％となった。出荷量は鹿児島、南薩、大隅地区が増
加しており、他地区は減少となった。特に熊毛地区の減
少が大きく前年度同月比 48.5％となった。11 月度の受
注は前年度同月に対して減少となった。 

仏壇製造業 
海外輸入仏壇内訳（主たる輸入国は、中国、ベトナム、
タイ等）、平成 23年 8 月 28,829本、9月 26,887本、10
月 25,656本。2011年累計 237,979本。 

印刷業 
この不況下で、諸材料も高騰しているので赤字企業がほ
とんどだが、それでも利益を出している企業もわずかな
がらある。その経営施策の具体的なことは見えてこない
が、自社での固定費削減、業態変革など多角的な努力を
しているのが感じられる。少しでもこういう企業が増え
ることを期待したい。 

九州
近畿日本ツーリスト九州
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卸売業 
組合団地内に保育園が来年３月に開園予定。周辺で働く
共稼ぎの家庭には朗報。産業道路沿いに新たな飲食店や
コンビニが進出。商業施設は過剰気味。商業施設の拡大
に道路整備が追い付かず、慢性的な渋滞が懸念される。
住宅関連企業の業績は堅調に推移している。 

中古自動車販売業 
依然として非常に厳しい状況である。今後の年末年始商
戦に期待したい。 

青果小売業 
前月比 74.4％、前年同月比 72.2％ 

農業機械小売業 
以前から団塊世代の退職者がでることにより、従業員の
確保を順次行っていかなければ、指導的立場の人材がい
なくなると言われてきたが、大手系列販売店でも中途採
用を行い、補充、後継者育成を実施している。反面、中
小販売店については、教育にかける費用等の面で難しい
課題ではあるが、規模が小さいながらも対応できるよう
努力している。 

石油販売業 
欧州問題等、世界経済の不透明感から原油価格も一進一
退の状況が続いている。石油製品の動きも鈍く、ＳＳ（サ
ービスステーション）の収益改善には厳しい状況が続い
ている。特に灯油の季節を迎えているものの気温が高く、
販売不振の状況であり、これからの気候に期待している。 

鮮魚小売業 
東日本大震災、福島原発事故で東北の主要産地が被害を
受け加工原料の供給事情が変わっている。冷凍サンマは
北海道に集中、北部太平洋のサバの水揚げが千葉県銚子
に、東北のワカメ生産は来季半減しそうである。巻網に
よる九州サバは海水温が冷え込んでくる11月14日以降
の夜間休漁明けからの水揚げ動向が勝負である。 

商店街（霧島市） 
11 月の売上高は前年比減の傾向であった。10 月の「ま
ちなかバーベキュー大会」に続き、11 月 19 日に「八坂
神社秋まつり」を開催した。地域中心市街地商店街（６
通り会）こくぶ通り会連合会による秋まつりは、今年で
２回目の開催だったが、昨年同様中心市街地に多くのお
客様が訪れ、賑わいを作ることができ、お客様からも「毎
年続けて欲しい」などと多くの声を頂いた。やはり、街
中にお客様を呼び込もうとすると、定期的にイベントを
開催し商店を知って頂くことが必要と感じた。 

商店街（薩摩川内市） 
市のプレミアム商品券「おおつな商品券」発行で売り上
げが少し上がった感じがする。1月末までだが、それま
で続いてくれれば良いが。 

商店街（鹿児島市） 
飲食店が新たに２店舗オープンした。現在空き店舗にな
っている１店舗も飲食業と契約。九州新幹線全線開業の
影響か飲食業の進出が目立つ。 

商店街（鹿児島市） 
九州新幹線全線開通の影響で、飲食業及びお土産の売上
は若干伸びがあるものの、アパレル関係は冬支度のきっ
かけになる冷え込みがないため、売上が低迷している。 

商店街（鹿屋市） 
11 月 6 日、秋祭り歩行者天国が開催された。天候には
恵まれなかったが、まずまずの人出で賑わった。11 月
24 日は「冬華火」イルミネーション点灯式があり、市
民クリスマスパーティーが開催され多くの市民で賑わ
った。 

サービス業（旅館業/県内） 
今月も指宿、鹿児島市周辺等の地域を中心に好調な施設

が多いようである。特に昨年が非常に厳しかったため県
の統計等では対前年比で好調な数字が続き、新聞報道等
では過剰に大きく取り上げられているが、実際は一昨年
並みに戻った程度の施設も多く、実態との差に危惧して
いる。 

美容業 
12 月～1月は一年で一番忙しい時期だが、年々、厳しい
状況になってきている。 

旅行業 
秋の旅行シーズンのピークを迎え、それぞれの事業所で
多少の増減があるものの新幹線全線開通の影響で昨年
並みの売り上げを維持している。相変わらず、新幹線利
用の福岡・広島方面の旅行申し込みが多い。また、職場
旅行等の 1泊のバスツアーの取り扱いも増加した。 

建築設計業 
10 月の県内公共工事は、請負金額が前年同月比 8.2％、
請負件数が同 6.7％の減となっており、沖縄を含む九州
地区も同様に減少した。また、9月の新設住宅着工戸数
も同 10.8％減と 6 カ月ぶりに減少に転じた。ただ、東
日本大震災の影響により、24 年度から事業実施として
いた各施設の耐震化事業を今年度から前倒し発注する
予定であり、当組合や組合員事務所もそれらに期待して
いるところである。 

自動車分解整備・車体整備業 
年末が近いが、まだ低迷を続けている様子で過去に見ら
れたような忙しさはない。最近は車の性能が良いため、
旧車を継続して長く利用するユーザーも多い。 

電気工事業 
民間及び官庁共に工事物件は少なく、あっても価格は安
い状態である。太陽光設備もあるが、だんだんメーカー
も増えて安くなり、受注競争も激しくなりつつある。 

内装工事業 
11 月のラベル売上数は、カーテンラベル対前年同月比
50.5％で大幅に減少、壁装ラベル対前年同月比 80.7％
で減少、じゅうたん等ラベルのみ対前年同月比 116.0％
でわずかに増加した。公共事業も少なく、民間工事も減
少している。先の見通しは読めない状況である。 

建設業（鹿児島市） 
工事価格の低下、資材の高騰。 

建設業（出水市） 
総合評価方式、入札契約適正化法の改正を地元業者の受
注機会を増やす名目で実施しているが、実情としては他
地区の業者に工事を受注されるケースがある。また、地
元の業者でも特定の業者が受注するケースがある。 

建設業（曽於市） 
会員の受注高が減少し、経営状況の改善は見られず、先
行不透明である 

貨物自動車運送業 
11 月に入り、原油高に伴い燃料価格が上昇し、運賃コ
スト的に非常に厳しい状況であった。また、鹿児島県に
おいては、交通死亡事故抑止緊急 10 日間を実施し、各
運送業者は飲酒運転、過積載などの安全運転管理を徹底
した。 

運輸業（個人タクシー） 
例年 11 月後半になると忘年会が始まるが、今年は全く
その傾向が見られない。厳しい状況が続くと思われる。 

倉庫業 
加工用穀物は国内需要が伸び悩み、飼料用穀物は若干の
増加傾向で推移している。麦焼酎、ビール需要が減少し
保管業界は厳しい状況である。 
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��２�年�２月 鹿児島�������� 

（負債額 1,000 万円以上・法的整理のみ） 

㈱帝国データバンク 鹿児島支店 

 

件数４件 負債総額 4億 3,700 万円 

件数、前年同月比２件減 負債総額、前年同月比 90.6％減 
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鹿児島県の倒産推移（平成22年12月～平成23年12月）

負債額

倒産件数

22年 23年

 

 

���� 

 2011 年 12 月の鹿児島県内の企業倒産（負債額 1000 万円以上・法的整理）は、件数で 4 件（前月比

33.3％減、2 件減、前年同月比 33.3％減、2 件減）、負債総額は 4 億 4000 万円（前月比 29.3％減、1 億

8200 万円減、前年同月比 90.5％減、41 億 9800 万円減）となった。 

 

������ 

 ・業種別では、製造業 1件、建設業１件、卸売業 1件、小売業 1件。 

・主因別では、販売不振 4件。 

・資本金では、100 万円～1000 万円未満 2件、１000 万円～5000 万円未満 2件。 

・負債額では、5000 万円～1億円未満 2件、１億円～5億円未満 2件。 

・地域別では、鹿児島市 2件、霧島・姶良地区 1件、伊佐地区 1件。 

 

������ 

12 月度としての倒産件数は、前月比 2 件減であった。ただし、内訳を見ると 12 月以前に事業停止状
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態にあり、同月法的整理に至ったもの 3 件を含む。2011 年に入ってからの動きを見ると、7 月の 12 件

をピークに以降、件数としては落ち着いた形となった。 

業種で見ると特段の偏りはないが、資本金 1000 万円以下の中小企業が殆どであり、競合状況の悪化

やガソリンスタンド経営事業者など、外部環境の大きな変化に耐えられず、企業規模の小さい業者の破

綻が特徴となっている。 

 

【今後の見通し】 

 12 月発表の内閣府月例経済報告によると、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるな

かで、緩やかに持ち直しているとして判断を据え置いた。くすぶり続ける欧州債務危機などを始めとす

る為替レート・株価の変動、さらにデフレの影響や雇用情勢の悪化懸念も下振れリスクは依然として懸

念要因として掲げられている。 

 鹿児島県内の景況としては、観光関連は鹿児島市内地区、指宿地区のほか霧島地区においても新幹線

全線開通の影響により観光客の入り込み増が高水準で継続している。小売店の売上げが伸び悩む中にあ

っては土産物品の需要喚起に一役買っている。畜産関連については肉用牛の枝肉相場については低調に

推移、一方の子牛価格は宮崎などの県外農家の導入意欲の高まりにより、価格は上昇した。 

 建設関連は公共工事・民間工事ともに低調な推移が続いており、他に好調な業種はなく、観光関連に

牽引されている形となっている。 

中小企業金融円滑化法の再延長の方針が決定されるなど、倒産件数としては小康状態を保ったまま推移

することが予想される。しかしながら、事実上営業停止状態にあり、法的整理の準備を進めている企業

もあるなどより潜在化する傾向が続くものとみられ、明確な出口戦略を提示できずにソフトランディン

グを果たせず破綻するケースは今後も続くものとみられる。 

 

 平成 23年 12月企業倒産状況（法的整理のみ） 

企業名 所在地 業 種 
負債総額 

(百万円) 

資本金 

(千円) 
態 様 

(有)Ｎ 霧島市 野菜漬物製造 130 10,000 破産 

(有)Ａ 鹿児島市 記念品卸売 90 3,000 破産 

(株)Ｍ 鹿児島市 塗装工事・リフォーム工事外 57 10,000 破産 

(有)Ｋ 鹿児島市 ガソリンスタンド経営 160 9,000 破産 

4件 4億 3,700万円
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中央会関連主要行事予定 

 

平成 24 年 2 月 

2日(木) 

15：00 

組合事務局代表者講習会 
 鹿児島市「ホテルレクストン鹿児島」 
 テーマ「税務調査ここさえ押さえれば 

怖いものなし」 
 講 師 山崎税務会計事務所 
      税理士 山崎 健氏 

7日(火) 

14：00 

「ネットを使って広げるビジネス 
～簡単・無料で始めるネット広告・ネット販売～」

 鹿児島市「県民交流センター」 
 講 師 みんなのビジネスオンライン事務局
      顧問 勝瀬典雄氏 

17日(金) 

10：00 

組合決算講習会 
鹿児島市「アーバンポートホテル鹿児島」 
講 師 税理士法人 鹿児島さくら会計 

税理士 貫見昌良氏 

23日(木) 

16：00 

大島地区経済講演会 
 奄美市「奄美観光ホテル」 
 テーマ「最近の経済・金融情勢と 

中小企業の生きる道」 
講 師 商工中金 取締役 
     常務執行役員 田中秀明氏 
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●簡単･無料ではじめられる情報発信の新たな動き
●平成24年度 税制改正大綱の概要
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